
正確な情報の共有と
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全国Aコープ協同機構 様

経費削減に向けた
遠隔会議システム
のご提案

システム担当者　川嶋　範子 様

テレビ会議システムは当たり前のツールになりました。
グループ内にひとつの文化ができたと実感しています。

流通・サービス業界事例

昭和46年にJA経営店舗の全国Aコープチェーンが発足し、平成2年から会社化
による事業運営の一体化を推進し、平成19年にはAコープ会社で組成する全国
Aコープ協同機構が発足しました。全国Aコープ協同機構では、年20回ほど東京
で開催される会議にかかる出張コストやスケジュール調整が大きな課題でした。そ
こで、課題解決に向けリコー ユニファイド コミュニケーション システム P3000を
導入、遠隔会議を実現。出張コストを大きく削減するとともに、機動的な会議を開
催することができるようになりました。

課 題 会議にかかる出張コストを削減したい。1

実務担当にまで情報を浸透させたい。2

会議のたびに出張コストと移動時間が膨大にかかり、
臨機応変な会議が開催できなかった。

効 果

商品を実際に見ることができるため、メールや電話では
伝えづらいことも要領よく伝えることができるように。

1 出張コストと会議に参加するための
移動時間を大幅に削減。

2 機動的な会議開催ができるようになり
情報共有がスムーズに。

1会議あたり約92万円の
コストと85時間の移動
時間を削減したい
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全国Aコープ協同機構
東京都千代田区大手町1-3-1 JAビル
14,671人（2013年3月現在）
農協ＪＡグループのスーパーマーケットで、生鮮野菜
や精肉は国産を中心に販売。平成25年3月現在17
企業・約500店舗・3,000億円のチェーン規模
http://kyodokiko.acoop.jp
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会議の出席者数が限定されているので、
実務担当者に情報が行き届かない



お 客 様

インタビュー
Customer Interview

「

「外部取引先やバイヤーとの商談の増加や、協
同機構活動の高度化等により、情報交換・協議
の必要性が高まっています」と話されるのは、
協同機構システム担当の川嶋様。しかし、情報
交換や協議を重ねることは、コスト面や移動時
間の面で大きな負担があったと言われます。
「これまでの会議は東京に集合し、年20回程
度開催していたのですが、出張コストがかさみ、
東京への移動にも時間がかかるため、出席者
のスケジュール調整がとても大変でした」
また、これまでの課題のなかでも、とくに深刻
だったのがコストの問題。「東京での集合型の
会議では、1回の会議あたり約92万円の出張
経費がかかり、コスト削減は大きな課題となっ
ていました」。
さらに、コスト以外にも情報共有の効率化とい
う課題もありました。「これまでのように会社の
代表者だけが参加する会議では、実務担当ま
で情報が浸透していかないことも解決すべき
課題のひとつでした」。

全国Aコープ協同機構様では、コストの削減と
情報共有の強化をはかるためテレビ会議シス
テムの導入を検討されていました。そして機種
選定にあたり、様々なメーカーのテレビ会議シ
ステムを比較検討し、機種選定の条件として三

つのポイントを重視しました。
「一つ目は中長期的にみたランニングコスト、二
つ目は映像の品質。そして三つ目は特別なサ
ポートがなくても使える、簡単な操作性でし
た。中でもリコージャパンから提案があった、
リコー ユニファイド コミュニケーション シス
テム Ｐ3000（＊1）に大きな魅力を感じまし
た。ランニングコストが安く、余分なオプション
費用もかからない。また映像と音声の品質も
非常に満足のいくものでした。さらにP3000
（＊1）はボタンの数も少なく操作手順も簡単。
システム担当者である私が支援しなくても使え
ますし、選任の操作担当者を配置しなくてす
むのは大変ありがたいことでした」。（川嶋様）

P3000（＊1）を導入された結果、従来の課題に
対して驚くべき成果を挙げられました。「1会議
あたり約92万円かかっていた出張コストを、ほ
ぼゼロに抑えることができました。また、移動時
間も延べ85時間ほど削減することができ、スケ
ジュール調整も非常にスムーズになりました。
会議に出席される方の負担も大幅に軽減され
ましたね」。
さらに、もうひとつの課題となっていた“実務担
当まで情報が浸透していかない”という点も改
善を図ることができました。
「これまでの会議では、バイヤーが複数人いて
も代表者しか参加することができませんでした
が、P3000（＊1）で複数のスタッフが参加できる
ようになったことで情報共有がスムーズになり
ました。また、商品を実際見せることもできます
し、サンプル品を事前に配ってテレビ会議中に

試食したり、メールや電話では伝えきれなかっ
たことも、今は要領よく伝えることができるよう
になりました」と評価いただきました。
「システム導入後は社内コミュニケーションの
頻度も上がり、情報伝達のスピードアップを実
現することができました。Ｐ3000（＊1）を利用
した会議は、グループ内全体で当たり前のツー
ルになり、まさに、ひとつの新しい文化ができ
たという感じです。これからもさらに有効活用
していきたいと考えています」。

最後に、川嶋様は「今後はＩＴを活用した、さら
なる合理化策を進めて行きたいと考えていま
す。また、社内の合理化だけではなく、ＩＴを
活用した、オンラインサービスをお客様に提供
し、店舗の活性化に繋がればよいですね。ぜひ
これらのことを提案をしていただきたいと思い
ます」。と今後の抱負と期待の言葉を語ってい
ただきました。
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リコー ユニファイド コミュニケーション システム P3000
カメラ、マイク、スピーカー、有線・無線LANを内蔵しながら、A4サイズ、
1.6kg以下というコンパクト＆軽量ボディを実現。専用のソフトキャリ
ングケース付きで、女性も楽に持ち運びでき、設置場所も選びません。
また、40mmと薄型のため、デスクのキャビネットにも容易に収納でき
ます。専用機器なので、従来のテレビ会議・Web会議 システムのように
PCのスペックに左右されることはありません。

（＊1）

東京都中央区銀座8-13-1 リコービル 〒104-8180

このカタログの記載内容は、2013年7月現在のものです。

※iPhone/iPadは、Apple Inc.の商標です。 ※AndroidはGoogle Inc.の商標または登録商標です。

iPhone/iPad/Androidアプリケーション『TAMAGO Clicker』（無料）をダウンロードし、
カタログの表紙を撮影（クリック）すると、インターネット上の関連情報をご覧いただけます。

オンラインショッピングはもちろん、リコー機器の活用サポートや
業務効率化支援を含めた、総合インターネットサービスです!

http://www.ricoh-japan.co.jp

http: //www.netricoh.com

本カタログは、リコーが提供する新しいクラウドサービスである
Clickable Paper™サービスに対応しています。

■ 導入の背景

年20回開催する会議。
コストと移動時間が課題に。

■ 導入の効果

コストの課題が払拭され、
情報共有もスムーズに。

■ 今後の取り組み

ＩＴを活用したさらなる合理化と
オンラインサービスの提供。

■ 選定のポイント

三つのポイント全てに
満足できたことが
最大の決め手でした。
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